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　神奈川県教育委員会では1968年以来，自然実態総合調査の一環として現存および潜在自然植生

の研究と，現存植生図，潜在自然植生図（縮尺各1：25，000。43枚。1：200，000。1枚〉の作製

という爾期的な事業を横浜国立大学宮脇昭教授に依頼し，進めてまいりました。

　この間，宮脇教授はじめ関係者の皆様の並々ならぬ御熱意と御努力により，多くの閣難を乗り

越えてこの事業は着々と伸展し，このたびの潜在自然植生図の解説書の発刊をもって完結するこ

とができました。

　この潜在自然植生図は，それぞれの土地に残存している自然植生と残存木を手がかりに，気候

条件，地形，土壌断面，代償植生，景観，土地利用形態などを総合して，植物社会学的な見地か

ら植物の潜在能力を科学的に把握したもので，その土地が本来支え得ると理論的に考察された自

然摘生の配分図です。

　この解説書によって潜在自然植生に対する理解が深まり，梁土の土地利用，都市計画，自然保

護，環境創造等の諸施策に本書が大いに活用されることを望んでやみません。

　おわりに長い間労をいとわず御尽力いただきました宮脇教授はじめ関係者の皆様に深く感謝申

し上げます。

口召矛「151垂F」3月15日

神奈川県矢疇長洲一一二
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Bild　1。丹沢山域に広がるブナを主体とする夏緑広葉樹林（ブナクラス域）の秋の季観。

　　　　山腹をえぐる白い帯は崩壊地。
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Bild　2．神社．林として残存しているタブ林（浦賀）。

　　　　　　　Als　Shinto－Tempelwald　e．rllaltener　IMbcん記窃s言加πわθrg∫〃Wald

　　　　　　　（Polysticho－Machiletumthunbergii）
　　　　　　　Uraga　auf　der　Halbinsel　Miura．

Bild　3．イノデータブ群集の林内相観。神奈川県下の代表的常緑広葉樹林である（大磯）。

　　　　　　　InnerePhysiognomiedesPolysticho－Machiletum　thunbergii－
　　　　　　　Waldes，　eines　der　fypischen　immergrUnen　Laubwalder　der　Pr五fektur　K：anagawa（Komayama　in　Oiso）
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Bild　4．ケハダルリミノキースダジイ群集の林床。神奈川県下の常緑広葉樹林の林床と比較してヒロハノコギリシダ、コバナノカナワラビ

　　　　などシダ植物が豊富である（奄美大島）。

　　　§器，詣，盒、温翻。瓢毒。搬撚認。蹴晶、。蕩甜鉱翻。1§Ul・’暴論器烈日瀦ed鵬l

　　　Kanagawa．
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a脚7

9　　－

ひぜ

L

．4

、

．，

．電．

そ

￥

冨

藤

笥

煽

彰1■

b

噂

、　　匹

《

孟

．オ

ミ

L　「

、

㌔．

，

Bild　5．うっそうと繁茂しているヤブコウジースダジイ群集の林内（鎌倉）。

　　　　BestanddesArdisi6－Castanopsietum　sieboldii in　Kamakura．



Bild　6．関東平野を代表するシラカシ群集ケヤキ亜群集の屋敷林（茅ヶ崎）。
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Bild　7．スダジイ林域の二次林植生であるオニ
　　　　　　　シバリーコナラ群集（逗子）。

　　　　　　　DaphnQ　pseudo－mezereum－
　　　　　　　Quercetum　serratae，eines
　　　　　　　Sekundar－WaIdes　des　Cα5孟απops∫s

　　　　　　　cπsμ面言αVar．5励。娩げ一Wald
　　　　　　　Gebietes（Zusbi）．

BiId　8．15～25年に一度の定期的伐採により持続するシラカ
　　　　　　　シ林域の代償植生であるクヌギーコナラ群集（長津田）。

　　　　　　　DasQuercetumacutissimo－serratae，
　　　　　　　eine　der　Ersatzgesellschaften　des　Q　u　e　r　c　e　t　u　m
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　　　　　　　15～25Jahre　wiederholten　Schlag　（Niederwald－

　　　　　　　Wirtschaft）erhalten．

　　　　　　　Nagatsuda　in　der　N・Yokohama．



Bild　9．急斜面や尾根ぞいに生育するモミ林（箱根）。

　　　Auf　steilen　Hangen　und　RUcken　wachsender茄ゴes∫‘γ鵬α．Wald（I　l　I　i　c　i　o－Abietum　f　i　r　m　a　e）

　　　in　Hakone（600　m　U．M．）．
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Bild　15．丹沢山麓の田園景観。

　　　　　　FrUhlings・Aspekt　am　FUβe　des　Berges］［溢nzawa．

　　　　　　Im　Vbrdergrund　bleibt／1s酢α8α肱sε珈‘cπ3．

Bild　16．ヤマボウシーブナ群集域のヒメシャラ
　　　　　　優占林分（箱根）。

　Ein　von　S置eωαγ垣αη30πα（オε‘pんαbeherrschter

　BestanddesCorno－Fagetum
　crenatae（HakQne900mU．M．）。

Bild　17．アセビーリョゥブ群落の三内相観（箱根駒ヶ岳中腹700m）．

　　　　　　Innere　Physiognolnie　der　Pぎer∫8ノαpoπ∫cα一αe置ん7αうα7一

　　　　　　腕πeゲ切s．Gesellschaft　auf　dem　Hang　des　Komagatake

　　　　　　（700m　U．M．）im　Nationalpark　Hakone．
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は　じ　め　に

Einleitun9

　世界の人類文明興亡と変転の歴史はそのまま自然の開発・利用が，それぞれの地域あるいは地

方の許容限界を超えても，自然環境の回復，郷土の緑の復元の措置がとられなかったことに本質

的には起因している事実を蓑付けている。

　地中海地方を中心とする西欧文明発祥の地といわれるメソポタミア，エジプト，ギリシャ，ロ

ーマに例をもとめるまでもなく，人間の文明の歴史はそのまま自然破壊，緑の消滅の歴史につな

がっている。しかも，1000主ないし4000年以上の長い時閾を経た今日なお，土壌まで流失した地

中海地方の緑の復元は成功していない。

　西の文明の中心地，オリーブ気候下の常緑広葉樹林帯の硬葉樹林域は，あれだけ華麗・絢欄に

開花した古代地中海文明の母胎をなしながら，その後長い間にわたって自然は荒廃し，場所によ

っては砂漠化している。現代の西欧文明の中心地は，硬葉樹林帯から，冬は落葉するヨーロッパ

ブナーヨーロッパミズナラ林が本来の自然植生であり，大部分の地域で今日の潜在自然植生域で

ある中部ヨーロッパや，アメリカ大陸のアメリカブナーサトウカエデ林帯に移行している。文明

の主な担い手もラテン，アラブ系民族からゲルマン，スラブ系民族へと交代していった。

　他方，地球上の今一つの文明の発祥地は，北半球の東の海ぎわに位濁する中国，朝鮮，そして

島国の日本である。東洋の主な文明が発展した地域は，地中海地方と同じ常緑広葉樹林帯の照葉

樹林域に属している。すなわち，スダジイ，タブノキ，シラカシ，ウラジロガシ，アカガシなど

を主とし，春に赤いツバキの花咲く，ヤブツバキクラス域と呼ばれている（Miyawaki・Ohba

1963，宮脇1967，宮脇他1969，1970，1971，1972，1973，1974，1975，1976）。

　関東地方以西では海抜700～800m以下はヤブツバキクラス域に属している。日本人の大部分

は，このヤブツバキクラス域に定住しており，今βなお日本人の約80％は，この常緑広葉樹林帯

で生活している。海抜800～1600mの間は，秋は紅葉し，冬は落葉するブナ，ミズナラを主とす

る夏緑広葉樹林帯に属しており，ブナクラス域（あるいはミズナラーブナクラス域）と呼ばれて

いる（宮脇・大場・村瀬1964，M圭yawaki・S．　Itow　1966，宮脇1967，宮脇1969，宮脇他1969，

1970，　1971，　1972，　1973，　1974，　1975，　1976）。

　さらに本州中部で海抜約1，600～2，400mの間は，東北，北海道と北上するに従って下降するシ

ラビソ，オオシラビソ，北海道のエゾマツ，トドマツ，アカエゾマツを中心とする亜高山性針葉

樹林帯，2400m以高のハイマツを主とする高山帯とに植生区分される。

　本州中部の太平洋岸側に位灘する神奈川県の大部分はヤブツバキクラス域によって占められて

いる。丹沢，大山，箱根など県北，県西の山地部の海抜700ないし800m以高の地域はブナクラス
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域に所属している。神奈川県下では最高峰の丹沢山地蛭ケ岳が海抜1，673mで，亜高山帯の植生

は存在しない（宮脇他1972他）。

　神奈川梨下の現存植生については，現存植生図（縮尺1：2500043枚，縮尺1：2000001枚）

の研究・地図化によって，詳細な報告書が出版されている（宮脇他1972，本文789pp．，別刷付表

119，別刷現存植生図44枚）。

　県土の磨然保護，間違いの少ない自然利用の計画や実施に際して，現存植生図は，自然の診断

図として重要な役割を果たす（丁甑en　1963，　Miyawaki，　Itow　1966，宮脇1970d，宮脇他1967，

1968，　1969，　1970，　1971，　！972，　1973，　1974，　重975，　1976）。

　しかし，神奈川県はすでに古くから人間が定住して，自然や植生に持続的な影響を与えてお

り，さらに最近の急速な都市化，産業の発展は，限られた県土に，すでに約650万人の人口を擁

している。このような人口の過集中は，局地的には東京湾ぞいに見られるように人間の生存環境

の枠を超えるほどの大規模な：土木技術や，来だかつて人間も生活している地球上の生態系，生物

社会，さらには生物圏にはなかったような，あるいは，あるところに限られてしか存在しなかっ

たような新しい産業廃棄物の排出・拡散による自然環境の荒廃がもたらされている。

　とくに戦後30年間にわたって，たとえ善意でも新しい技術や莫大な資金が集中投下された沿岸

産業立地や都市部ほど植物砂漠，都市砂漠化を伴う深刻な環境破壊がもたらされている。

　人間の本質的共存者であり，環境破壊の生命集団の側からの生きた警報装置でもある郷土の緑

の消失に象徴される，人間の持続的な生存環境が荒廃・破綻しているところでは，単に現在部分

的に残存している自然の保護だけでは不十分である。

　もとより，生きた構築材料（Lebendiger　BaustoffRこよる，人間の生存を保証する環境創造

には時間がかかる。したがって現存植生図を基礎に，まだ残されている自然度の高い，潜在自然

植生と同じあるいは自然植生に近い森林，湿原，草原は最優先に保護されなけれぽならない。

　しかし，現存植生図ですでに完全に植物砂漠化している現状が読みとれる東京湾沿いの，たと

えば旧東海道線から海ぎわまでの間などでは，現存する植生や自然にはも早や保護する何物も残

されていないほどの植生砂漠化が進行している。

　東京湾沿いをはじめとして，過密な都市部や広大な新産業立地を抱え，残された丹沢，大山，

箱根山地はもとより，三浦半島，真鶴半島などの海岸部の残存自然植生域，多摩丘陵，県央部な

ど昔から住民生活と共存して固有の田園景観を形成してきた半自然植生や持続群落としての代償

植生などを有しており，さらに開発により自然破壊，環境汚染をもたらす危険性のある地域も含

めて，神奈川県の自然保護・環境保全計画は積極的な環境創造もあわせて計画・実施されなけれ

ばならない時機に立ち至っている。

　現存植生の自然度を客観的セこ確かめるためにも，また間違いの少ない，時間とともにより多様

で，安定した人聞の生存環境を創造し，将来にわたって保証するためにも，潜在自然植生の把握

とその具体的な配分を確かめることは，もっとも重要な前提条件となる。

　潜在自然植生（potential　natural　vegetatio罵Potentiell　nat廿rliche　Vegetation）とは，

現に存在している現存植生（actual　vegetation；Reale　Vegetation），かつて，人間が影響を

加える直前または加え始めたときそこにどのような植物群落が生育していたかという原（始〉植
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生（originai　vegetation；Ursp撤ngliche　Vegetation）の今までの2っの植生概念に涌して第

3の植生概念としてR．T“xen（1956）によって発表された植生である。

　すなわち，神奈川手下の大部分の地域のように古くからさまざまな人為的干渉の結果，成立し

ている文化景観（Kukurlandschaft）域では，もはや現存している自然植生はきわめて少ない。

また，現在その立地や植生に対する一切の人為的干渉を停止したとしても，かつてそこに成立し

ていた原植生が，そのまま復元するとは限らない。長い時間の流れの間に，また最近のような立

地の質までも変えるほどの地形の変化，産業廃棄物などの投棄による環境の悪化は，現在の自然

植生を支え得る潜在能力に変化をもたらしている場所も少くないと考えられる。

　したがって，それぞれの立地に応じた植生の復元や緑の環境創造には，現在の潜在自然を客観

的に把握することが，すべての前提条件となる。さらに隣接諸科学の発展の基礎図として，また

応用薗では自然環境の保全，緑の復元の生態学的処方箋として潜在自然植生図の作製はきわめて

重要である。

　すでにアメリカではA，W．　K廿chler（1964）によって小縮尺（1：3168000＞で，またチェ

コスロバキアでも科学アカデミーが中心になって，　S．Heln夕，　R．　Neuhauslらが中心になっ

て，1972年までに縮尺1：2000000の潜在自然植生図が完成されている（Miky詠a　et　al．1968）。

　西ドイツでも国立植生図研究所および現在の国立植生学，自然保護，景観管理研究所が中心に

なって，1961年から20力線計画で全国土の潜在自然植生図（縮尺1：200000）の作製が計画・実

施されている。すでにバイエルン，ノルトヴェストファーレソ，ニーダーザクセンの各州など自

然破壊や環境破壊の危険性のあるところ，さらに緑の復元のとくに必要な地域の潜在自然植生図

は国家的視野で調査，研究，図化が完成している。

　わが国でも1960年代の後半になって，はじめて局地的なまたは一つの市域や地区を対象とした

潜在自然潜在図の研究が行われている（宮脇・藤原1968，宮脇他1969，1970，工971，i972，1973，

1974，1975）。しかし，一つの累の全域を対象としたような本格的な潜在自然植生図の作製は首

都圏についての縮尺1：200000の植生図がある程度である（宮脇・奥田1974a，　b）。

　神奈川県では全国にさきがけて1968年からの自然関係綜合調査の一環として現存および潜在自

然植生の研究ならびに現存植生図，潜在自然植生図（縮尺各1：2500043枚，1：2000001枚）

の調査・作製が行われた。

　われわれは植生調査と現存植生図に引き続き潜在自然植生図の作製を進めた。都市化，産業立

地化，さらに自然開発が進み，それぞれの立地園有の潜在自然植生の構成種からなる残存自然植

生もきわめて限られている神奈川県下全域の潜在自然植生の境界を明確に把握・図化することは

容易でなかった。しかし，公私にわたる多くの機関や方々の御援助，御協力によって，ここにそ

の成果をまとめ，発表することができた。

　時代を先取りし，環境行政の主要な柱の一つとして全県下の潜在自然植生図の作製の必要性を

理解し，公私にわたり御援助いただき，わが国ではじめての広域的な潜在自然植生図および報告

書の印刷出版の労をとって戴いた津田文吾前神奈川県知事に深い感謝の意を表したい。

　神奈川県下全域の植生調杳ならびに現存植生図作製の印刷に引き続き潜在自然植生，潜在自然

植生図の調査・作製に際しては，きわめて多くの方々に御指導，御援助，勇気づけをして戴い
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た。とくに前神奈川県副知事佐々井典比古氏，前副知事森久保虎吉氏，副知事白根雄偉氏，副知

事曽山皓氏，前教育長武田英治氏，教育長八木敏行氏，前社会教育部長足立原茂徳氏，前社会教

育部長脇沢光雄氏，社会教育部長鈴木冨士夫氏，前文化財保護課長堀池慶一氏，前文化財保護課

長小川勇氏，文化財保護課長栗原高之氏，前文化財保護課課長補佐小林誠氏，文化財保護課長代

理大兼久昭氏にはいろいろと御教示，御援助戴いた。本調査の始めから，前文化財保護課臼井一

郎氏，前文化財保護課小野康夫氏，文化財保護課主査松原勇吉氏には，出版の運びになるまで中

心的な役割を演じて戴いた。御援助戴いた数多くの神奈川県庁，県教育庁の皆様に厚くお礼申し

⊥げたい。

　きびしい神奈川県財政の折にもかかわらず，本報告書の印制が完了までこぎつけられたのは，

長州一二神奈川県知事の御理解と御配慮によるもので，とくに厚く謝意を表したい。

　不十分ながら本調査・研究が遂行できたのは，野外調査，室内での各種作業に日夜をわかたず

協力戴いた若い協同研究者，研究協力者の努力の結果に他ならない。とくに資料の整理，研究の

まとめ，図化・校正などの作業にはきわめて多くの：方々の協力を得てどうにか完成した。本文に

ついては宮脇昭が最終的にまとめたが，奥田重俊，藤原一絵，藤間丁子，川村優子を中心に原稿

の執簗，整理・校正が行なわれた。口絵写真のレイアウトについては原田洋が主にあたった。

　本研究の最終的な現地調査，現地校正には，現存植生図に引き続いて，文部省特定研究「日本

列島の植生図作製」計画の首都圏全体の植生図化の枠内で，十分な御援助を戴き，完成すること

ができた。

　植生図の研究を人閲生存と自然環境プμゼクトの中心課題の一つとして取り上げ，御理解ある

ご指導，御援助を戴いている藤井隆葉大名誉教授，文部省学術国際局手塚晃研究助成課長，中山

和彦学術調査官をはじめ，直接間接に御援助，御協力さらに御支援戴いている御名前をあげさせ

て戴くことのできなかった，きわめて数多くの皆様に心から御礼申し上げたい。

　決して最後にではなく，神奈川県下の現存植生に引きつづき本報をまとめるに際し，1958年秋

に当時の西ドイツ国立植生研究所長として，日本からはじめて宮脇を招かれ，以来18年の長きに

わたって，たえずきびしい御指導を戴いている丁甑e澄教授（Prof．　Drs．　Dr。　h．　c．　Reinhold

T甑en）に改めて，心から感謝の意を表したい。


